
 

 

高
市
政
権
が
軍
事
国
家
へ
ひ
た

走
る
も
と
、
川
重
は
政
府
と
「
水
中

発
射
型
垂
直
発
射
装
置
」
受
注
の
随

意
契
約
を
結
び
ま
し
た
。
こ
の
発
射

装
置
は
、
潜
水
艦
に
長
距
離
ミ
サ
イ

ル
を
多
数
搭
載
し
発
射
す
る
こ
と

が
で
き
、
こ
れ
ま
で
の
専
守
防
衛
か

ら
敵
基
地
攻
撃
に
結
び
つ
く
も
の

で
す
。 

こ
の
よ
う
な
兵
器
を
生
産
す
る

企
業
の
あ
り
方
で
良
い
の
で
し
ょ

う
か
。 

軍
事
事
業
の
生
産
増
大 

高
市
政
権
は
、
軍
事
費
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
２
％
を
超
え
る
大
軍
拡
や
殺
傷

兵
器
を
含
む
武
器
輸
出
の
拡
大
を

狙
っ
て
お
り
、
川
重
も
軍
事
事
業
の

割
合
が
収
益
の
１
９
％
と
年
ご
と

に
増
え
て
い
ま
す
。 

２
４
年
の
軍
需
企
業
の
収
益
上

位
１
０
０
社
で
川
重
は
日
本
企
業 
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昨
年
７
月
の
参
議
院
選
挙
で

「
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」
が
Ｓ

Ｎ
Ｓ
上
で
一
気
に
広
が
っ
た
。 

外
国
人
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
と

偏
見
・
差
別
を
あ
お
る
排
外
主
義
を

唱
え
た
政
党
が
大
き
く
支
持
を
広
げ

た
。
高
市
政
権
は
外
国
人
対
応
の
厳

格
化
を
進
め
、
自
民
党
は
「
外
国
人

政
策
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
参
政
党

は
「
外
国
人
問
題
対
策
」
チ
ー
ム
を

設
置
し
た
。
大
手
求
人
サ
イ
ト
に
、

Ａ
Ｉ
に
よ
る
「
中
国
批
判
」
の
台
本

に
沿
っ
た
動
画
編
集
の
求
人
募
集
が

掲
載
さ
れ
た
。
在
留
外
国
人
の
検
挙

件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
官
民
あ
げ
て
排
外
主
義
が
拡

散
さ
れ
続
け
て
い
る
。 

衆
参
両
院
選
挙
で
過
半
数
割
れ
の

高
市
政
権
は
、
政
治
と
カ
ネ
の
問
題

に
向
き
合
わ
ず
、
経
済
や
国
民
の
暮

ら
し
へ
の
対
策
を
打
ち
出
せ
ず
に
い

る
。
排
外
主
義
は
高
市
政
権
が
自
民

党
政
治
へ
の
国
民
の
不
満
・
不
安
を

「
外
国
人
の
せ
い
」
だ
と
す
る
「
め

く
ら
ま
し
」
で
は
な
い
の
か
。
経
済

の
停
滞
、
暮
ら
し
の
困
窮
は
自
民
党

政
治
に
よ
る
も
の
だ
。 

高
市
自
民
党
・
維
新
政
権
の
中
枢

に
は
、
改
憲
右
翼
団
体
の
日
本
会
議

議
連
の
役
員
が
多
く
を
占
め
て
い

る
。
欧
米
で
も
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

国
際
法
無
視
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
侵
略
を

は
じ
め
、
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
な
ど
自
国
民
優
先
、
移
民
排

斥
を
掲
げ
た
極
右
排
外
主
義
の
台
頭

が
目
立
っ
て
い
る
。
排
外
主
義
は
経

済
や
社
会
へ
の
不
満
・
不
安
を
吸
収

し
つ
つ
、
偏
見
・
差
別
を
広
げ
社
会

を
右
傾
化
さ
せ
て
い
る
。 

今
年
１
月
ア
メ
リ
カ
で
民
主
的
社

会
主
義
者
マ
ム
ダ
ニ
Ｎ
Ｙ
市
長
が
誕

生
し
た
。
１
０
万
人
を
超
え
る
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
「
生
活
で
き
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
実
現
の
た
め
「
３

４
歳
の
ウ
ガ
ン
ダ
生
ま
れ
イ
ス
ラ
ム

教
徒
」
の
マ
ム
ダ
ニ
氏
勝
利
の
た
め

に
た
た
か
っ
た
。
こ
の
勝
利
は
人
々

の
中
に
排
外
主
義
が

つ
け
入
ら
れ
な
い
こ

と
を
証
明
し
た
。 
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川崎重工委員会 

社
会
に
貢
献
す
る 事

業
優
先
へ 

 

と
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
政
権
は
国

民
の
声
に
は
背
を
向
け
て
い
ま
す
。 

自
維
連
立
政
権
は
戦
後
の
自
民
党

政
権
の
歴
史
の
な
か
で
も
、
国
民

に
と
っ
て
最
悪
の
政
権
と
い
え
ま

す
。 

自
維
連
立
政
権
の
退
場
を
！ 

国
民
の
暮
ら
し
と
経
済
を
無
視

し
、
憲
法
違
反
の
軍
事
拡
大
、
ア

メ
リ
カ
と
財
界
い
い
な
り
の
政
治

を
一
刻
も
早
く
変
え
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
な
い

大
激
動
の
可
能
性
を
は
ら
む
年
の

幕
開
け
で
す
。 

思
想
・
信
条
の
違
い
や
支
持
政

党
の
違
い
を
超
え
て
要
求
実
現
の

声
を
あ
げ
、
自
維
連
立
政
権
を
退

場
さ
せ
希
望
あ
る
年
に
し
ま
し
ょ

う
。 

平
和
で
希
望
あ
る
年
に 

 

の
な
か
で
三
菱
重
工
に
つ
づ
き
５

５
位
で
前
年
の
６
１
位
よ
り
順
位

を
上
げ
ま
し
た
。 

社
会
に
貢
献
す
る
企
業
に 

戦
争
に
結
び
つ
く
兵
器
の
生
産

は
企
業
の
持
続
的
発
展
に
つ
な
が

る
の
で
し
ょ
う
か
。 

社
長
直
轄
事
業
で
参
入
し
た
介

護
支
援
事
業
、
万
博
出
典
の
４
本

足
で
駆
け
る
乗
り
物
「
コ
ル
レ

オ
」
の
実
用
化
な
ど
医
療
、
介

護
、
移
動
、
環
境
保
護
な
ど
生
活

や
社
会
の
発
展
を
支
え
る
こ
と
に

役
立
つ
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
、
生
産
を
優
先
す
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

  

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

須磨海岸 

昨
年
１
０
月
に
「
生
産
職
人
事

制
度
見
直
し
に
つ
い
て
」
会
社
側

か
ら
提
案
さ
れ
た
。 

提
案
の
背
景 

会
社
は
、
グ
ル
ー
プ
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
３
０
の
達
成
に
向
け
生
産
職
の

重
要
性
が
高
ま
り
、
人
材
獲
得
競
争

の
激
化
や
定
着
・
活
躍
推
進
が
、
ビ

ジ
ョ
ン
達
成
に
直
結
す
る
重
要
な

テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
。 

様
々
な
環
境
の
変
化
に
対
応

し
、
生
産
職
の
技
能
・
知
識
を
高

め
、
業
務
を
主
体
的
に
取
り
組

み
、
成
果
を
創
出
で
き
る
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
と

説
明
。 

提
案
の
内
容 

対
象
は
Ｋ
Ｈ
Ｉ
・
Ｋ
Ｒ
Ｍ
。 

 

職
能
資
格
制
度
を
改
正
し
、

Ｓ
・
Ｇ
系
列
を
一
本
化
し
た
上
で
Ｍ

系
列
統
合
（
Ｍ
１
～
Ｍ
７
）
し
、
監

督
職
を
Ｍ
５
～
Ｍ
７
に
＋
（
プ
ラ

ス
）
を
付
け
て
分
類
す
る
。 

報
酬
制
度
で
は
、
班
長
の
職
責

加
算
を
増
額
し
、
賞
与
の
個
人
配

分
を
個
人
評
価
と
紐
づ
く
報
奨
実

感
を
強
め
た
も
の
に
す
る
。 

評
価
基
準
も
見
直
し
、
評
価
の

具
体
性
を
高
め
、
複
雑
な
評
価
ス

テ
ッ
プ
の
簡
素
化
な
ど
、
わ
か
り

や
す
く
運
用
し
や
す
い
仕
組
み
へ

改
定
す
る
。 

実
施
は
２
６
年
４
月
１
日
か
ら
。 

懸
念
さ
れ
る
点 

評
価
す
る
監
督
職
の
負
担
が
増

大
す
る
。 

混
乱
な
き
よ
う
考
課
者
の
事
前

研
修
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ
る
。 

過
度
な
競
争
心
を

あ
お
り
、
職
場
環
境

を
悪
化
さ
せ
な
い
か

な
ど
で
あ
る
。 

 

 【2026春闘 大幅賃上げを】 
春闘要求額 

川重、基幹労連など大企業労組が加盟する連合の賃上げの根
拠を「定期昇給プラス物価上昇分の考慮」としており、生活向
上分がありません。これが満額回答でも実質賃金がマイナスに
なり、がっかりさせる原因です。 

そして大企業が押しつける「5％賃上げ」の呪縛から抜け出せ
ず、統一要求は４年連続5％の低額要求のままです。 

中小企業は6％、非正規雇用労働者は７％に上乗せする。非正
規雇用労働者の賃上げ目標を初めて掲げました。 

一方、全労連・国民春闘共闘は月33,000円以上(10%) ・時
給額250円以上(17%)を提起し、物価高騰で最低生計費を調査
し、最低賃金を1500円から「今すぐ全国一律1700円以上、め
ざせ2000円」への要求に引き揚げ、生計費を正面に据えていま
す。 

めざせ１０％賃上げ 

マイナスが続く実質賃金をプラスにするには大幅賃上げを勝
ち取るほかありません。 

2026春闘で物価高騰に負けない10%の大幅賃上げを、すべ
ての労働者と共に実現させましょう。 

はぐるま 
自
公
政
権
は
衆
参
両
院
で
「
与

党
過
半
数
割
れ
」
と
な
り
、
公
明

党
が
連
立
を
離
脱
し
、
新
た
に
日

本
維
新
の
会
と
連
立
政
権
合
意
を

結
び
、
自
維
連
立
政
権
が
発
足
し

ま
し
た
。 

「
台
湾
発
言
」
で
日
中
関
係
は

悪
化
し
、
経
済
に
も
影
響
が
出
て

き
て
い
ま
す
。
日
米
軍
事
同
盟
と

安
保
法
制
に
よ
り
米
国
の
戦
争
に

日
本
が
参
戦
す
る
危
険
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。 

暮
ら
し
最
優
先
に 

今
、
高
市
政
権
に
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
、
消
費
税
減
税
を
実
行

し
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
、
労

働
時
間
の
短
縮
、
医
療
・
介
護
の

危
機
を
一
刻
も
早
く
打
開
す
る
こ 

 

 

「
生
産
職
人
事

制
度
見
直
し
」 

 



 

 

【労
働
相
談
】 

 

● 

坂
出
工
場
で
パ
ワ
ハ
ラ 

昨
年
１
２
月
川
重
坂
出
工
場
の

工
作
部
門
の
パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て
、

川
重
委
員
会
に
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
立
場
を
悪
用
し
特
定
の
人
へ

の
名
誉
毀
損
と
思
え
る
誹
謗
中
傷
を

本
人
に
隠
れ
て
言
い
ふ
ら
す
陰
湿
な

行
為
が
連
日
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。 

何
と
か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
切

実
な
も
の
で
し
た
。 

職
場
の
ほ
と
ん
ど
の
人
が
知
っ

て
お
り
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
相
談

窓
口
へ
も
届
け
、
受
理
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。 

会
社
は
直
ち
に
実
情
を
調
べ
対

策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

 

『大阪高裁で 

  川重の人命軽視ただす』 

超満席の大法廷 

昨年12月18日(木)、傍聴席が満席となった大阪高裁大
法廷で川重過労死事件の第2回弁論が開かれました。 
被告川重は、前回弁論でも「過重な業務ではなかっ

た、うつ病の発症もなかった、自死ではなく事故死」と
神戸地裁の判決を否定する主張を繰り返したため、原告
側弁護団は約20分反論を行いました。 

原告側の反論 

当初予定されていなかった担当外の機器のトラブル対
応を押し付けたこと、トラブルは深刻なもので、被災者
の業務の大部分を占め、本来業務に集中できなくなって
いた。さらに出向先会社と川重との二重雇用のもと双方
から相矛盾する業務指示に翻弄され、追い込まれ精神が
引き裂かれていき、うつ病を発症し自死に至ったと、川
重の主張に対して業務の実態、長時間残業などの事実を
示して反論しました。 

関心集めた報告集会 

遠方からや、中学生や大学生の参加もあり、ほぼ全員
の参加で弁護団からの説明を聞きました。ネット署名を
含む川重の対応を非難する署名は、1万3千筆を超え増加
中です。 
この裁判は「カロウシ」を無くす取り組みの推進と、

海外労働者の労働環境改善に特別な意義を持つものです。 
働く人の命と健康を守るためにも、川重の人命軽視の

姿勢を正すことが不可欠です。 
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２
０
２
６
年 

本
年
も
よ
ろ
し
く 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

気
が
つ
け
ば
コ
ロ
ナ
で
ス
テ
イ

ホ
ー
ム
し
て
い
た
頃
か
ら
早
５
年
。 

今
年
は
、
世
界
的
に
状
況
が
大

き
く
変
わ
り
そ
う
な
兆
し
が
あ
り

ま
す
。 

良
い
方
向
に
変
わ
る
よ
う
に
、

２
０
２
６
年
も
微
力
な
が
ら
励
み

た
い
と
思
い
ま
す
！ 

（
夢
見
る
ラ
ン
ナ
ー
） 

    

就
業
時
間
変
更
？ 

会
社
の
ル
ー
ル
変
更
で
、
仕
事

始
め
と
終
わ
り
の
６
分
間
は
着
替

え
や
準
備
時
間
と
な
っ
て
一
切
の

作
業
は
禁
止
と
な
り
ま
し
た
。 

現
場
の
従
業
員
は
こ
ん
な
の
望

ん
で
は
い
ま
せ
ん
。 

他
社
で
裁
判
で
負
け
た
か
ら
急

に
や
り
だ
す
の
は
納
得
が
い
き
ま

せ
ん
。
会
社
の
方
で
後
ろ
め
た
い

こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

（
明
石
の
た
か
か
ず
） 

    こ
ん
な
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か 

３
日
、
米
陸
軍
特
殊
部
隊
が
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
の
大
統
領
を
拘
束
し
米

国
へ
連
行
し
た
と
の
新
聞
報
道
に

驚
い
た
。
麻
薬
密
輸
に
関
与
し
て

い
る
と
し
て
の
軍
事
行
動
の
よ
う

だ
。
一
国
の
大
統
領
が
い
と
も
簡

単
に
拘
束
・
連
行
さ
れ
た
。 

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
強
権
・
強
行

を
世
界
に
見
せ
つ
け
た
。
こ
ん
な

こ
と
が
い
と
も
簡
単
に
起
き
る
こ

と
に
驚
き
を
隠
せ
な
い
。
ま
さ
に

ア
メ
リ
カ
フ
ァ
ー
ス
ト
、
言
う
こ

と
を
聞
か
な
け
れ
ば
力
で
ね
じ
伏

せ
る
。
や
ん
ち
ゃ
な
ガ
キ
大
将
の

次
元
と
は
違
う
。
恐
ろ
し
い
こ
と

が
起
き
て
い
る
。 （

ビ
ッ
ク
リ
マ
ン
） 
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投
稿
さ
れ
る
方
へ 

本
文
は
２
４
０
字
以
内
。工
場
名
・

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
タ
イ
ト
ル
を
明
記
。

添
削
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。二
重

投
稿
は
不
可
。投
稿
先
は
下
記
へ
。 

傍
聴
者
も
無
視 

川
重
過
労
死
裁
判
の
大
阪
高
裁

で
の
審
理
が
続
い
て
い
る
。
大
法

廷
で
は
ド
ラ
マ
に
あ
る
よ
う
な
原

告
、
被
告
双
方
の
や
り
取
り
で
は

な
く
原
告
弁
護
士
か
ら
の
反
論
が

あ
る
だ
け
だ
そ
う
だ
。 

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
川
重
側

は
法
廷
で
の
弁
論
を
せ
ず
傍
聴
者

に
は
見
え
な
い
「
裏
」
で
書
面
で

原
告
へ
の
反
論
を
し
て
い
る
と
の

こ
と
。
し
か
も
そ
の
書
面
は
１
０

０
枚
を
超
え
る
膨
大
な
も
の
だ
そ

う
だ
。
潜
水
艦
裏
金
が
大
問
題
と

な
っ
て
い
る
が
法
廷
で
も
裏
か
と

呆
れ
る
。 

公
的
な
労
基
署
の
労
災
認
定
も

認
め
な
い
、
神
戸
地
裁
判
決
の
自

死
も
認
め
な
い
な
ど
法
令
無
視
の

連
続
だ
。 

 

（
物
申
す
Ｏ
Ｂ
） 

      締
め
の
無
い
年
終
わ
り 

今
年
も
納
会
が
中
止
さ
れ
た
。 

１
２
月
２
６
日
に
不
正
の
最
終

報
告
が
会
社
よ
り
発
表
さ
れ
た
の

で
中
止
？ 

納
会
が
１
年
の
締
め
で
あ
っ
た

が
今
年
も
締
ま
ら
な
い
、
と
て
も

残
念
。
来
年
は
開
催
さ
れ
る
よ
う

に
願
う
。 

（
お
酒
好
き
社
員
） 

     処
分
は
？ 

海
上
自
衛
隊
に
対
す
る
、
潜
水

艦
の
不
正
検
査
、
自
衛
官
へ
の
接

待
、
物
品
供
与
に
対
す
る
処
分
は

さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
。
指
名

停
止
２
．
５
ヶ
月
な
ん
て
全
く
効

果
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
国
防
だ
か

ら
、
ご
く
少
数
の
企
業
し
か
で
き
な

い
の
で
や
り
た
い
放
題
で
し
ょ
う

ね
。 

(

Ａ
Ｋ
Ｚ
） 

今
年
は
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に 

２
０
２
５
年
川
重
で
は
世
間
を
騒

が
す
ニ
ュ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。 

西
神
戸
で
は
不
祥
事
は
出
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
あ
ち
こ
ち
で
心
配

す
る
声
も
あ
り
、
知
合
い
か
ら
も
ど

う
か
と
聞
か
れ
る
事
も
あ
り
ま
し

た
。 し

か
し
不
祥
事
も
さ
す
が
に
全
て

出
し
切
っ
た
と
、
今
年
は
新
た
な
気

持
ち
で
仕
事
に
励
ん
で
い
き
た
い
で

す
。 ２

０
２
６
年
が
良
い
年
に
な
り
ま

す
よ
う
に
。 

「
ハ
グ
ル
マ
」
も
わ
れ
わ
れ
の
声

を
伝
え
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
！ 

 
 

 
 

（
西
神
戸
の
星
） 

 
 

 

雇

用

破

壊

の

大

暴

走 
厚
生
労
働
省
の
労
働
政
策
審
議

会
で
は
、
労
働
基
準
法
の
最
低
基

準
を
労
使
の
話
し
合
い
で
適
用
除

外
す
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
議
論

さ
れ
て
お
り
、
使
用
者
側
委
員
は

次
の
よ
う
に
制
度
の
要
件
緩
和
や

制
度
導
入
を
求
め
て
い
ま
す
。 

裁
量
労
働
制
の
適
用
対
象

拡
大 裁

量
労
働
制
の
対
象
業
務
（
研

究
、
開
発
、
企
画
な
ど
）
の
拡
大

が
話
し
合
わ
れ
て
い
ま
す
。
残
業

時
間
を
あ
ら
か
じ
め
労
使
協
定
で

定
め
る
裁
量
労
働
制
は
、
実
働
ど

お
り
に
残
業
代
が
支
払
わ
れ
ず
、

労
働
時
間
も
一
般
労
働
者
よ
り
長

く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

 

２
０
２
４
年
度
の
過
労
死
等
労

災
認
定
は
過
去
最
多
の
１
３
０
４

件
で
あ
り
、
対
象
業
務
の
拡
大
に

よ
る
長
時
間
労
働
の
増
加
は
健
康

被
害
を
広
げ
ま
す
。 

解
雇
の
金
銭
解
決
制
度
の

導
入 使

用
者
が
一
定
の
金
銭
を
払
え

ば
、
違
法
な
解
雇
や
雇
止
め
が
で

き
る
制
度
で
す
。
現
在
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
、
三
菱
電
機
な
ど
の
大
企

業
で
は
、
人
員
を
削
減
し
投
資
家

の
評
価
（
株
価
）
を
上
げ
る
黒
字

リ
ス
ト
ラ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
１
万
２
千
人
（
東
京
リ

サ
ー
チ
調
査
）
を
超
え
る
リ
ス
ト

ラ
が
行
わ
れ
て
お
り
、
国
会
質
問

で
企
業
の
雇
用
の
社
会
的
責
任
を

問
わ
れ
た
高
市
首
相
は
傍
観
し
ま

し
た
。 

今
実
施
す
べ
き
は
労
働
基
準
法

の
規
制
緩
和
な
ど
で
は
な
く
、
す

べ
て
の
労
働
者
の
生
活
を
守
り
、

権
利
保
護
を
目
指
す
労
働
基
準
法

を
強
化
し
底
上

げ
す
る
こ
と
で

す
。 

 

 

● 

川
重
冷
熱
で 

 
 

一
方
的
な
派
遣
切
り 

川
重
委
員
会
に
川
重
冷
熱
に
採

用
さ
れ
た
派
遣
労
働
者
か
ら
昨
年

秋
に
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
内
容

は
、
派
遣
入
業
時
の
特
殊
検
診
を

実
施
し
な
い
の
か
と
川
重
冷
熱
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
２
週
間
後
に

説
明
も
な
く
派
遣
契
約
を
一
方
的

に
切
ら
れ
た
と
い
う
内
容
で
し

た
。
事
実
で
あ
れ
ば
違
法
な
対
応

と
言
え
ま
す
。
大
津
労
基
署
か
ら

特
殊
健
診
の
未
実
施
に
つ
い
て
是

正
勧
告
が
出
て
い
る
と
も
言
わ
れ

ま
し
た
。 

特
殊
検
診
は
派
遣
先
が
行
う
こ

と
が
労
働
安
全
衛
生
法
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

川
重
冷
熱
は
事
実
を
調
べ
、
違

反
が
あ
れ
ば
正
す
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

 


